
【座間市のお知らせ】№775
平成19年 
（2007年） 1.1

広報 
市 の 人 口●127,634人（－578人） 
　　　　　　男65,367人　女62,267人 
市の世帯数●51,833世帯（－29世帯） 
平成18年12月１日現在（　）は前年同月との増減 

●青少年美術展への出展作品を募集（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●平成18年度上半期の財政状況（4面） 
●ざまインフォメーション（5面） 
●成人式のお知らせ（6面） 

古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
市
民
皆
様

に
と
り
ま
し
て
本
年
が
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は

実
感
の
乏
し
い
景
気
拡
大
が
続

く
中
で
、
市
政
に
と
り
ま
し
て

も
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

補
助
金
の
削
減
や
地
方
交
付
税

縮
減
の
影
響
に
よ
り
非
常
に
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て

も
、
学
校
施
設
の
改
修
と
耐
震

補
強
工
事
の
実
施
を
は
じ
め
小

学
校
全
児
童
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー

の
貸
与
、
市
内
で
十
二
カ
所
目

と
な
る
児
童
ホ
ー
ム
の
開
所
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
拡

大
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
補
助

制
度
な
ど
、
各
分
野
で
大
き
な

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
市
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
米
軍
再
編
に
伴
う
キ

ャ
ン
プ
座
間
へ
の
米
陸
軍
第
一

軍
団
司
令
部
等
の
移
転
問
題
に

つ
い
て
、
昨
年
五
月
に
最
終
報

告
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
到
底

納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

市
議
会
、
市
自
治
会
連
絡
協
議

会
、
行
政
の
連
携
の
も
と
、
座

間
市
連
絡
協
議
会
と
し
て
基
地

強
化
・
恒
久
化
に
反
対
し
、
国

に
対
し
て
基
地
恒
久
化
の
解
消

策
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
と
し
て
、
将
来
に
責
任
を
持

て
る
恒
久
化
解
消
策
を
示
す
と

し
な
が
ら
未
だ
示
さ
れ
ず
、
本

年
も
引
き
続
き
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
て
、
今
、
国
か
ら
地
方
へ

と
分
権
の
流
れ
が
本
格
化
し
、

都
市
と
し
て
の
自
主
、
自
立
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
あ
ふ

れ
る
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
中
は
市
議
会

に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
市
議
会
を
代
表

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
キ

ャ
ン
プ
座
間
へ
の
米
陸
軍
第
一

軍
団
司
令
部
等
の
移
転
問
題
が

解
決
を
見
な
い
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
お
り
、
そ
の
動
向
が
非
常

に
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
も
連
絡
協
議
会
に

お
い
て
、
外
務
省
、
防
衛
庁
、

防
衛
施
設
庁
等
に
要
請
行
動
を

幾
度
と
な
く
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
進
展
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
引
き
続

き
、
市
、
市
議
会
、
市
自
治
会

連
絡
協
議
会
が
市
民
と
一
体
と

な
り
、
基
地
の
強
化
・
恒
久
化

の
解
消
を
求
め
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。さ

て
、
景
気
は
除
々
に
回
復

し
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
感
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
本
市
に
お
い

て
も
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
も
、
単
に
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
だ
け
で
は
な
く
、

議
会
と
行
政
が
真
の
両
輪
と
な

れ
る
よ
う
議
会
一
同
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
多
く
の
幸
せ
が

訪
れ
る
充
実
し
た
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

め
、
第
一
に
税
財
源
の
確
保
に

努
め
、
歳
入
の
安
定
を
図
る
と

と
も
に
、
市
政
全
般
に
わ
た
る

改
革
・
改
善
を
更
に
推
進
し
、

加
速
す
る
少
子
高
齢
社
会
へ
の

対
応
や
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
確
保
、
健
康
づ
く
り

と
福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
、
時

代
の
要
請
に
的
確
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
と
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。特

に
、
今
年
は
市
民
参
加
の

も
と
に
検
討
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
「（
仮
称
）
協
働
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
を
予

定
し
て
お
り
、
市
民
皆
様
と
の

協
働
で
座
間
ら
し
さ
を
生
か
し

た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か
、
皆
様
に
は
、

倍
旧
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市役所を中心に、相模川や大山・富士山を望む
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疾
走
す
る
馬
上
か
ら
、
四
十
五

セ
ン
チ
四
方
の
的
へ
矢
を
射
込
む

流
鏑
馬

や

ぶ

さ

め

。
こ
の
伝
統
的
な
儀
式
を

体
験
し
て
い
る
の
が
、
相
武
台
で

畳
店
を
営
む
大
矢
初
夫
さ
ん
だ
。

そ
も
そ
も
我
が
国
の
弓
馬
術
の

う
ち
、
流
鏑
馬
・
犬い

ぬ

追お
い

物も
の

・
笠か

さ

懸が
け

を
「
騎き

射し
ゃ

の
三み

つ

物も
の

」
と
い
い
、
犬

追
物
と
笠
懸
は
弓
馬
の
練
習
、
競

技
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。し
か
し
、

流
鏑
馬
は
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願

す
る
神
事
と
し
て
、
別
格
で
伝
承

さ
れ
て
き
た
。
古
く
は
「
矢
馳
馬

や

ば

せ

め

」

と
い
わ
れ
、
武
田
、
小
笠
原
の
二

流
が
あ
る
。

高
校
時
代
か
ら
流
鏑
馬
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
大
矢
さ
ん
は
、
家

元
制
な
ど
の
制
約
が
あ
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
般

の
人
も
経
験
で
き
る
こ
と
を
知

り
、
武
田
流
の
門
を
た
た
い
た
。

四
十
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
で
あ
る
。

同
門
の
ほ
と
ん
ど
が
弓
・
馬
、

武
道
な
ど
の
経
験
者
な
の
に
比

べ
、
大
矢
さ
ん
は
全
く
の
素

人
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
が
、
中
腰
で
仕
事
を

す
る
畳
職
人
の
経
験
が
役
に

立
っ
た
。
五
年
ほ
ど
で
本
番

に
出
場
で
き
た
。

古
式
ゆ
か
し
く

「
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
一
つ
一
つ
自
分
の
体
で
覚

え
て
感
覚
を
つ
か
ま
な
い
と
ダ

メ
」
と
大
矢
さ
ん
。「
や
っ
て
い

る
と
き
は
時
間
が
経
つ
の
も
忘

れ
る
。
馬
と
一
つ
に
な
っ
て
き

れ
い
に
射
る
こ
と
が
で
き
た
と

き
は
、
満
足
感
を
味
わ
え
る
」

と
人
馬
一
体
の
妙
味
を
話
す
。

そ
ん
な
大
矢
さ
ん
も
三
年
ほ

ど
前
、
家
業
の
都
合
で
や
め
て

し
ま
っ
た
の
が
、
い
ま
は
心
残

り
。「
な
に
か
を
つ
か
め
そ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
、
も
う
一
度

や
り
た
い
」
と
。

市青少年芸術祭実行委員会では、３月３日
（土）、４日（日）にハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホールで開催する青少年美
術展への出展作品を下記のとおり募集します。
青少年の皆さんの力作をお待ちしています。
○応募資格　小学生（絵画のみ）から30歳（３
月３日現在）までの市内在住・在勤・在学者

○応募規定　最近１年以内の自作品で各種目
一人２点以内。そのほかは下表のとおり

種　目 応　募　規　定 備　考 

絵　画 

彫　塑 
イラスト 
デザイン 
アニメ 

写　真 

工　芸 

水彩、版画の大きさは原則四つ切以内 
油彩は自由 
展示可能な作品 

創作作品で大きさは四つ切以内 
（用紙は自由） 

モノクロまたはカラー作品でパネルか 
台紙に張り付ける（撮影データを添付） 
展示可能な作品 

作品には、必要事項を
記入した所定の応募用
紙か、種目名、題名、
氏名、年齢、住所、電
話番号、勤務先（また
は学校名と学年）を明
記した用紙を添付 

○応募方法　１月26日（金）から２月14日（水）までに作品を担当窓口（青少
年センター内）に持参

○賞　種目ごとに授与
担当 青少年課 �046（253）8415 �046（259）2163

市では、「要支援者などの生活を住み慣れた地域で支える」という観点から

創設された“地域密着型サービス”を提供する事業者の指定申請を下記のと

おり受け付けます。

○受付日時　１月15日（月）～２月14日（水）午前８時30分～正午、午後１

時～５時

※土曜・日曜日、祝日を除く

○受付場所　市役所１階長寿介護課窓口

○受付対象サービス

【地域密着型介護サービス】

夜間対応型訪問介護、認知症対応型通所介護、

小規模多機能型居宅介護

【地域密着型介護予防サービス】

介護予防認知症対応型通所介護、介護予防小規模多機能型居宅介護

※申請方法など詳しくは、担当にお問い合わせください。

※申請に基づき、各事業者のサービス事業の人員や設備、運営方法などにつ

いて、３月下旬ごろ審査を実施する予定です。

担当 長寿介護課　�046（252）7127 �046（252）8238

平成23年7月に地上アナログ放送が終了となるため、以後テレビを視聴するに
は、地上デジタル放送に対応した設備が必要になります。このことについて分
かりやすく説明する消費生活講座を下記のとおり開催しますので、ぜひ皆さん
ご参加ください。
○と　き　１月19日（金）午前10時～正午
○ところ　市役所５階第１会議室
○内　容　地上デジタル放送の仕組みと準備
○定　員　40人（先着順）
○参加方法　当日直接会場へ
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

地域密着型サービスの 
事業者指定申請を受け付け 
地域密着型サービスの 

事業者指定申請を受け付け 
地域密着型サービスの 

事業者指定申請を受け付け 

地上デジタル放送 地上デジタル放送 消費生活講座 消費生活講座 

に ん げ ん セ ミ ナ ー  に ん げ ん セ ミ ナ ー  に ん げ ん セ ミ ナ ー  

人馬一体となって

「あなたとあなたの情報を守る～IT社会で安心して暮らすために個人情報保
護法を知る」をテーマに、“にんげんセミナー”を下記のとおり開催します。
○と　き　１月23日（火）、２月６日（火）、14日（水）午後１時30分～３時30
分（全３回）

○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）大会議室
○内　容　個人情報とは何か、トラブルを防ぐために気を付けること
○講　師　東京電機大学工学部教授　佐々木良一さん、消費生活専門相談員
出口恵子さん

○定　員　50人（先着順）
○保　育　２歳以上先着５人まで、各回100円（おやつ代）
○参加費　無料
○申込方法　電話またはファクスで担当へ（市ホームページの
「電子申請・届け出」からも申し込み可）
※保育希望の方は、１月16日（火）までに申し込みを。

担当 生涯学習推進課 �046（252）8472 �046（252）4311



▽とき＝①１月９日（火）②10日（水）午後１時15分
～２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康
センター▽対象＝①平成18年９月生まれ②平成18年10
月生まれ※対象者には個人通知をします。

▽とき＝１月19日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝４カ月～
１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝１月19日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定と
食事・発育状態・しつけなどの相談▽持ち物＝母子健
康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝１月23日（火）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝平成18年９月生まれ

市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実
施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお
持ちになって受診してください。
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保 予 保健医療課 

受付時間 
◆休日｛日曜日・祝日・１月１日（月）～３日（水）｝昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成17年６月
生まれ◆歯科▽とき＝１月10日、17日いずれも水曜日
午前９時30分～10時30分受け付け▽ところ＝市民健康
センター▽対象＝平成17年５月生まれ

▽とき＝１月24日（水）午後１時～
２時受け付け▽ところ＝市民健康セ
ンター▽内容＝歯科健診、予防処置
および育児相談など（予防処置は希
望者のみで有料）▽対象＝平成16年
12月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、
歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ
（事前通知はありませんのでご注意ください）

▽とき＝１月16日（火）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝平成15年７月生まれ
▽持ち物＝母子健康手帳

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ
※１カ月以内に禁煙を始めたい方は、禁煙相談も併せ
て実施しています（希望者は要電話予約）。

予BCG接種

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

と　き ところ 受付時間 

１月25日（木） 

１月26日（金） 

１月29日（月） 

午前９時30分 
　～10時30分 

北地区文化センター 

市公民館 

市民健康センター 

保発達相談

保育児相談

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳６カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保健康相談

○と　き　１月25日（木）午
後１時30分～３時30分

○ところ　市民健康センター
○内　容　関節痛を防ぐため
のストレッチや運動を体験
しながら学ぶ

○講　師　健康運動指導士
○対　象　40歳以上
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、バスタオル、健康手帳（お
持ちでない方には当日発行します）

○申込方法　１月24日（水）までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　１月16日（火）午後１時30分～３時30
分

○ところ　サニープレイス座間（総合福祉センタ
ー）

○内　容　「精神障害者地域作業所」ってどんな
所

○対　象　精神疾患で通院している家族がいる方
○申込方法　電話で担当へ
担当 障害福祉課

�046（252）7085 �046（252）7043

○ところ　市役所１階障害福祉課
○内　容　精神保健福祉士と保健師による精神保
健福祉相談

○申込方法　電話で担当へ
担当 障害福祉課

�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　①１月17日②31日いずれも水曜日午後
１時30分～３時（全２回）

○ところ　サニープレイス座間（総合福祉センタ
ー）

○内　容　①口
こう

腔
くう

ケア「いつまでもおいしく口か
ら食べられるように」②介助の仕方「転んだ時
の起こし方」

○講　師　①歯科衛生士②理学療法士
○対　象　自宅で要介護および要支援状態の高齢
者を介護している方

○定　員　20人程度
○持ち物　①手鏡、コップ、歯ブラシ、ハンカチ
（口をふく物）②バスタオル※動きやすい服装
で

○申込方法　１月12日（金）までに電話かファク
スで担当へ

※２月に市公民館で同じ内容の講座を予定してい
ます。
担当 長寿介護課

�046（252）7538 �046（252）8238

○と　き　２月８日（木）午
後１時～３時50分

○ところ　ハーモニーホール
座間（市民文化会館）小ホ
ール

○内　容　①東中学校研究発
表「いきいきとした子ども
の育成を目指して」②講演「子どもの病気・け
が、いざというときあわてないために、ホーム
ケアガイドと救急受診の目安」（講師＝海老名
総合病院小児科部長　箕浦克則さん）

○定　員　250人
○参加方法　当日直接会場へ
担当 市学校保健会事務局（座間小学校内）

�046（251）0009 �046（251）5203

市民の歌「WE LOVE ZAMA！」に合わせ
た健康体操を指導します。当日はこの健康体操を
考案した元NHKテレビ体操出演者の藤元直美さ
んを講師に迎えます。皆さんもこの健康体操で運
動習慣を身に付けて、日ごろの健康づくりに役立
てましょう。
○と　き　１月20日（土）午前９時30分～11時30
分

○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）１
階中体育室

○定　員　60人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　上履き、タオル、筆記用具、飲み物
○申込方法　１月19日（金）までに直接または電
話、ファクス、電子メールで、住所、氏名、年
齢、電話番号を担当へ
※定員に満たない場合は、当日も受け付けます。

担当 健康づくり課
�046（252）7995 �046（255）3550

電子メール healthy@city.zama.kanagawa.jp

精神保健福祉個別相談 精神障害者家族教室

家族介護教室 家族介護教室 家族介護教室 

市学校保健研究会 市学校保健研究会 市学校保健研究会 
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そ
の
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施
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【
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万
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収
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済
額
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多
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は
、
市
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、
国
庫
支
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
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九
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末
ま
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に
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十
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千
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八
万
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千
四
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十
七
円
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し
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四
四
・
六
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ー
セ
ン
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で
し

た
。支
出
済
額
の
多
い
も
の
は
、

民
生
費
、
総
務
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と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
、
特
定
の

収
入
と
支
出
を
一
般
会
計
と
区

分
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
老
人
保
健
、
公
共
下
水
道

事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
四
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計
は
、
一
般
的
に
は

株
式
会
社
な
ど
の
民
間
企
業
に

お
け
る
会
計
の
総
称
で
す
が
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
上
で

は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
る
公
営
企
業
の
会
計
の
こ

と
で
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

水
道
事
業
が
企
業
会
計
に
当
た

り
ま
す
。

市
で
は
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
て
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
十
八
年
度
上
半
期
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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歳入予算の推移 （単位：千円）
　 区 分 　  
市 税  
地 方 譲 与 税  
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
 
地方特例交付金 
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
　合　　計　 

国有提供施設等所在  
市町村助成交付金等  

当初予算額 ９月末予算額 補正額 
16,727,071 
1,267,000 
88,800 
35,000 
32,000 

1,031,000 
326,000 
211,046 
554,300 
950,000 
25,366 
387,726 
375,907 

2,903,078 
1,341,608 
10,463 
4,463 

1,771,122 
605,000 
472,781 

2,104,180 
31,223,911

465,550 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

△ 523,246 
0 
0 
0 

1,377 
1,352 
1,549 
300 
0 
0 

10,222 
0 

△ 42,896

17,192,621 
1,267,000 
88,800 
35,000 
32,000 

1,031,000 
326,000 
211,046 
554,300 
426,754 
25,366 
387,726 
375,907 

2,904,455 
1,342,960 
12,012 
4,763 

1,771,122 
605,000 
483,003 

2,104,180 
31,181,015

歳出予算の推移 （単位：千円）
　 区 分 　  
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農林水産業費 
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  
　合　　計　 

［グラフの用語解説］ 
歳入の状況 
市 税  
国庫支出金 
市 債  
繰 入 金  
県支出金 
地方譲与税 
地方消費
税交付金 
そ の 他  

市民税や固定資産税などの市に納められた税金 
国から交付される補助金や負担金など 
公共施設の整備などをするときに借りる市の借金 
積み立てられた資金などから引き出したお金 
県から交付される補助金や負担金など 
国税として納められた後、地方公共団体に対して譲与される税金 
県に収められた地方消費税の２分の１に相当する額を、市町村の
人口および従業員数で案分して、各市町村に交付されるお金 
前年度から繰り越したお金、国や県から交付される交付金や使用料・手数料など 

歳出の状況 
民 生 費  
総 務 費  
公 債 費  
土 木 費  
衛 生 費  
教 育 費  
消 防 費  
そ の 他  

高齢者や障害者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費 
住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費 
市の借金の元金と利子を支払うための経費 
道路、河川、公園などの整備のための経費 
ごみ処理や市民の健康の維持・増進などに必要な事業のための経費 
小・中学校での教育、生涯学習などの経費 
消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費 
市議会の運営、農業や商・工業の振興などの経費 

当初予算額 ９月末予算額 補正額 
296,797 

4,678,669 
9,975,909 
3,386,154 
143,033 
103,416 
115,471 

3,685,993 
1,618,732 
3,040,759 
4,129,846 
14,132 
35,000 

31,223,911

△ 30 
△ 4,590 
△ 475 

△ 14,623 
0 
0 
0 

△ 940 
△ 775 

△ 12,650 
0 
0 

△ 8,813 
△ 42,896

296,767 
4,674,079 
9,975,434 
3,371,531 
143,033 
103,416 
115,471 

3,685,053 
1,617,957 
3,028,109 
4,129,846 
14,132 
26,187 

31,181,015

一
　
般
　
会
　
計

特
別
会
計
お
よ
び

企
業
会
計

区　分 平成１８年９月末現在 平成１７年度決算 増減額等 増減率（%） 

土 地  

建 物  

基 金  

有 価 証 券 等  

899,645㎡ 

252,849㎡ 

20億363万円 

2億5,321万円 

899,438㎡ 

252,849㎡ 

16億6,886万円 

2億5,341万円 

207㎡ 

0㎡ 

3億3,477万円 

△ 20万円 

0.0 

0.0 

20.1 

△ 0.1

市の財産 

区　分 平成１８年９月末現在 平成１７年度決算 増減額 増減率（%） 

市 債  

土地開発公社の借入金 

合 計  

285億1,294万円 

11億6,401万円 

296億7,695万円 

297億9,343万円 

11億4,343万円 

309億3,686万円 

△12億8,049万円 

2,058万円 

△12億5,991万円 

△ 4.3 

1.8 

△ 4.1 

 

市の負債 

※市債には、国が行った減税に伴う地方税の減収額を埋めるため、減税補てん債46億1,358
万円（うち借換分23億6,813万円を含む）、臨時税収補てん債4億6,392万円および地方交付
税の振替額のうち地方負担分となる臨時財政対策債67億2,745万円が含まれています。 

区　　　分 支出済額 
千円 

収入率 
％ 

収入済額 
千円 

予　算　額 
千円 

執行率 
％ 

国民健康保険事業特別会計 
老 人 保 健 特 別 会 計  
公共下水道事業特別会計 
介護保険事業特別会計 

11,524,781 
5,544,903 
4,201,501 
4,024,697

4,790,010 
2,303,074 
1,705,058 
1,571,977

4,551,876 
2,296,776 
1,235,405 
1,544,160

39.5 
41.4 
29.4 
38.4

41.6 
41.5 
40.6 
39.1

特別会計の歳入・歳出の状況 （平成１８年９月３０日現在） 

区　　　分 支出済額 
千円 

収入率 
％ 

収入済額 
千円 

予　算　額 
千円 

執行率 
％ 

収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 

2,021,203 
2,000,782 
105,457 

1,227,017

863,984 
――― 

45,568 
――― 

――― 
565,788 
――― 

691,698

―― 
28.3 
―― 
56.4

42.7 
―― 
43.2 
―― 

企業会計の収入・支出の状況 （平成１８年９月３０日現在） 

水道事業会計 
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（億円） 

171億9,262万1千円 
96億9,718万9千円（56.4％） 

29億445万5千円 
12億690万5千円（41.6％） 

21億418万円 
0千円（0.0％） 

17億7,112万2千円 
5,877万6千円（3.3％） 

13億4,296万円 
3億3,349万1千円（24.8％） 

12億6,700万円 
5億6,720万7千円（44.8％） 

10億3,100万円 
6億2,414万4千円（60.5％） 

35億6,767万7千円 
26億6,301万2千円（74.6％） 

歳入の状況 （平成18年9月30日現在） 

99億7,543万4千円 
50億4,919万7千円（50.6％） 

46億7,407万9千円 
18億9,316万7千円（40.5％） 

41億2,984万6千円 
14億4,291万円（34.9％） 

36億8,505万3千円 
17億6,051万9千円（47.8％） 

33億7,153万1千円 
14億4万1千円（41.5％） 

30億2,810万9千円 
12億9,894万2千円（42.9％） 

16億1,795万7千円 
7億1,561万2千円（44.2％） 

6億9,900万6千円 
3億6,069万6千円（51.6％） 

歳出の状況 （平成18年9月30日現在） 

民 生 費  

総 務 費  

公 債 費  

土 木 費  

衛 生 費  

教 育 費  

消 防 費  

そ の 他  

予算額 

支出済額（執行率） 

予算額 

収入済額（収入率） 

市 税  

国庫支出金 

市 債  

繰 入 金  

県支出金 

地方譲与税 

地方消費税交付金 

そ の 他  

市 の 財 産 と 負 債 特 別 会 計 お よ び 企 業 会 計

一 般 会 計
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1
日 月 火 水 木 金 土 
　 1 2 3 4 5 6 
 7 8 9 10 11 12 13 
 14 15 16 17 18 19 20 
 21 22 23 24 25 26 27 
 28 29 30 31

2
日 月 火 水 木 金 土 
　 　 　 　 1 2 3 
 4 5 6 7 8 9 10 
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24 
 25 26 27 28

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

【税務署への平成18年分法定調書
（源泉徴収票、支払調書）の提出】
○提出方法　フロッピーディスクな
どによる提出、インターネットホ
ームページ「e－Tax」サービス
による提出

○提出期限　１月31日（水）
○問い合わせ先　大和税務署個人課
税第１部門 �046（262）9245

【納税には安全・便利・確実な「振
替納税」のご利用を】
○所得税第３期分の振替納付日　４
月20日（金）

○消費税（個人事業者）確定申告分
の振替納付日　４月26日（木）

○問い合わせ先　大和税務署管理部
門 �046（262）9439

担当 市民税課
�046（252）8007 �046（255）3550

国民生活金融公庫の普通貸付制度
を利用する商工業経営者を対象に、
利息の一部を一定期間補助します。
○申請期間　１月５日（金）～19日
（金）
○補助期間　申請後３年間
○申請場所　市役所４階商工観光課
○持ち物　支払明細書、融資手続き
に使用した印、振込先の分かる物

担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

○と　き　１月16日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

▼ひばりが丘南児童館＝６日・20日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝４日・18日午前10
時30分～11時30分▼入谷小学校＝11
日・25日午後２時50分～３時45分▼
東原小学校＝12日・26日午後３時～
３時45分▼ＮＴＴ栗原社宅＝10日・
24日午前10時30分～11時30分▼栗原
小学校＝19日午後２時45分～３時45
分▼東原共同住宅＝11日・25日午前
10時30分～11時30分▼相模が丘４丁
目多目的広場＝12日・26日午前10時
30分～11時30分▼相模野小学校＝17
日・31日午後２時５分～３時45分▼
中原小学校＝24日午後２時55分～３
時45分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

○と　き　１月17日～３月28日（３
月21日を除く）毎週水曜日午後１
時30分～３時30分（全10回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○内　容　初心者を対象にした基本
的な内容。文字を書いて聴覚障害
者に情報を伝える技術を学ぶ

○定　員　20人（先着順）
○参加費　500円（教材代）
○申込方法　電話で担当へ
担当 市社会福祉協議会

ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

○と　き　１月29日（月）、30日
（火）午前９時30分～午後５時
（全２回）
○ところ　石川島研修センター（綾
瀬市小園720）

○定　員　150人
○参加費　6,000円（テキスト代含む）
○申込方法　１月５日（金）～15日
（月）午前９時～午後４時（土
曜・日曜日、祝日を除く）に、消
防本部、東・北分署に備え付けの
受講申請書に必要事項を記入し、
直接・ファクスで�日本防火協会
（東京都港区虎ノ門２－９－16 �
03（3591）7130）へ

担当 消防本部予防課
�046（256）2213 �046（256）2215

◆経済セミナー～わたしたちの暮ら
しとお金について考える～

○と　き　１月25日～２月８日毎週
木曜日午後１時30分～３時30分
（全３回）
○内　容　人生設計や資産管理に役
立つ経済・金融の知識を学ぶ

○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　直接・電話・ファクス
で同センターへ

◆大人のための朗読会
○と　き　１月21日（日）午後１時
～２時30分

○内　容　平家物語の一節「那須与
一」

○対　象　市内在住・在勤者
○参加費　無料
○申込方法　当日直接同センターへ

◆あすなろ大学公開講座９
○と　き　１月12日（金）午後１時
30分～３時30分

○内　容　「谷戸山の草花」と題し
た同大学生の研究発表

○定　員　100人（先着順）

○申込方法　当日直接同センターへ

◇譲ります
小・中学生用学習机、ベビーラック、
子ども用食卓付きいす２脚、鏡台、
バスケットシューズ、子ども用プー
ル、ローラースケート靴（24�）、
ハイ＆ローチェア、ズボンプレッサ
ー、小型電気ストーブ、電話機、パ
ソコン、ストーブガード
◇希望します
車いす、柔道着（中学２年生程度）、
ＢＳアンテナ、電子オルガン、ピア
ノ、ワ－プロ、やなせ第２幼稚園制
服一式、パン焼き機、折り畳み座い
す、テレビ、自転車、幼児用ビデオ、
ノートパソコン、ベビーベッド、子
ども用自転車、食器洗い機、マッサ
ージ器、ソファー、子ども用三輪車、
電子ピアノ、テレビ台、カーナビゲ
ーション、ベビーチェアー、ＤＶＤ
レコーダー、原動機付自転車、ポー
タブルＤＶＤプレーヤー、ビデオレ
コーダー（ＢＳチューナー内蔵）

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

高年齢者職業 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

子どもいじめ 
ホットライン 

結　　　　婚 

法　　　　律 

交　通　事　故 
不　動　産  
（取引・契約） 

市　　　　民 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 

行　政　書　士 
（相続・遺言） 

母　子　生　活 

児　童　相　談 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日　午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日　午後１時30分～４時30分 

毎月第２・第３木曜日　午後１時30分～４ 
時30分（予約制（電話可）。４日午前８時 
30分から今月分を受け付け） 

毎月第２・第３・第４火曜日　午後６時30分 
～９時　第２・第３水曜日　午後１時30分～ 
４時30分（予約制（電話可）。４日午前８時 
30分から今月分を受け付け） 

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～正午と午後１ 
時～３時30分 

25日 

毎月第３木曜日　午前９時～正午 

毎月第３木曜日　午前９時～午後３時 

毎月第３木曜日　午前10時～午後３時 

毎週月曜～金曜日　午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日　午前９時～午後５時 

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～11時30分と午 
後１時～３時30分、土曜・日曜日、祝日　午前10 
時～午後３時 
毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時 

18日 

今月は第２～第４土曜日 
午前９時～午後３時 

人　　　　権 
ドメスティック 
バイオレンス 

毎月第２火曜日　午前９時～正午 ９日 

16日 

11・ 
18日 

９・ 
10・ 
16・ 
17・ 
23日 

13・ 
20・ 
27日 

18日 

18日 市役所４階第１会議室 

ふれあい会館２階 

市役所１階子育て支援課内 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階教育研究所 

サニープレイス座間 

市役所３階相談室 

担当　市社会福祉協議会 �０４６（２６６）１２９４ 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８０８７ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 
毎週月曜～金曜日　午前８時30分～午後８時 �０４６（２５９）２１６４（電話相談のみ） 

担当　教育指導課 �０４６（２５２）８７３２ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

�０４６（２５５）０５００ 
（電話相談のみ） 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　長寿介護課 �０４６（２５２）７１２７ 

１月の相談日 

市役所３階相談室 
※法律相談と行政書士
相談は、いずれも定員
になり次第、締め切り
ます。なお、多くの方
が利用できるように、
法律相談は年間一人に
つき１回（25分以内）
とさせていただきま
す。要点を整理してご
相談ください。 

市民税課からのお知らせ

１月に納めるのは
▽国民健康保険税（第８期）
※最寄りの市指定金融機関、郵便局、市役所または各出張所で納めて
ください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています。詳しい内容は収
納課�046（252）8021へ（国民健康保険税については国保年金課�046
（252）7003へ）。

国民生活金融公庫の普通貸付
利息補助の申請を！

教育委員会１月定例会

移動図書館ひまわり号巡回日程

市民のための福祉講座～要約筆記～

甲種防火管理者資格取得講習会

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

○キッチンバイオカフェ
▽とき＝２月３日（土）午後１時～
３時（午後０時30分～受け付け）▽
ところ＝東地区文化センター▽内
容＝カップケーキを焼きながらバイ
オテクノロジーを学ぶ▽対象＝中学
生以上（親子での参加可）▽定員＝
先着20人▽参加費＝無料▽持ち物＝
エプロン、手ぬぐい、筆記用具▽申
込方法＝１月19日（金）までに直
接・電話（�046（253）0781）・ファ
クス（�046（253）0789）で同センタ
ーへ
○諏訪利明講演会「チャレンジド～
思春期・青年期をどう過ごすか」

▽とき＝１月23日（火）午前10時～
正午▽ところ＝宝島の家（座間２-
969）▽内容＝障がい児者が街でと
もに生きるために、今やるべきこと
や、悩み解決に役立つヒントを学ぶ
▽参加費＝1000円▽申込方法＝電話
でＮＰＯ法人宝島 �090（2216）3098
（山本）
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平成19年 
（2007年） さすらい人のファンタジーをあなたに 

○と　き　１月１０日（水）午後０時２０分～０時４０分 

○ところ　市役所１階市民サロン 

○曲　目　シューベルト 

　　　　　　　　さすらい人幻想曲作品１５ 

○演奏者　ピアノ　大原亜子さん 

飛川
とびかわ

亘圭
のぶよし

ちゃん
H18. 1 .26生まれ　男
入谷 1 丁目

外
ほか

尾
お

彩
あや

奈
な

ちゃん
H18. 2 . 6 生まれ　女
相模が丘 5 丁目

中村
なかむら

奏
そう

汰
た

ちゃん
H17.12.17生まれ　男
入谷 5 丁目

大島
おおしま

悠
ゆう

人
と

ちゃん
H18. 4 . 7 生まれ　男
座間 2 丁目

神
かん

田
だ

愛
あい

奈
な

ちゃん
H17.12.22生まれ　女
立野台 3 丁目

大内
おおうち

諒哉
りょうや

ちゃん
H17.11.18生まれ　男
南栗原 3 丁目

藤岡
ふじおか

明日風
あ す か

ちゃん
H17.12.22生まれ　女
ひばりが丘 2 丁目

良知
ら ち

和
かず

奈
な

ちゃん
H18. 2 .19生まれ　女
相武台 1 丁目

○と　き　１月14日（日）午前９時30分～
○ところ　相模中学校校庭（荒天の場合は、同校体育館で式典のみ）
○内　容　▽式典＝車両行進、表彰、座間市少女マーチングバンドに
よる演技▽演技＝自主防災組織による可搬式動力ポンプ放水演技、
消防団による小型ポンプ操法演技、初期消火競技大会に参加した代
表チームによる消火器・屋内消火栓の操作演技、立野台地区女性消
防隊・消防署による演技など

担当 消防総務課　�046（256）2211 �046（256）2215

新成人の皆さんおめでとうございます。今回成人式を迎える皆さんは、昭
和61年４月２日から昭和62年４月１日までに生まれた方で、1,349人（男性
700人、女性649人）です。
式典当日は、既に送付している入場券を持参の上、ご参加ください。

○と　き　１月８日（月）午前11時～正午（午前10時～受け付け）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）大ホール
※入場券が届いていない場合は、担当にお問い合わせください。
担当 青少年課 �046（253）8415 �046（259）2163

○と　き　１月21日（日）
正午～午後４時30分
（予定）
○ところ　ハーモニーホ
ール座間（市民文化会
館）大ホール

○内　容　市内10の祭囃
子団体の演奏とチョッ
ピリ先生の演技ほか

○入　場　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当 生涯学習推進課 �046（252）8476 �046（252）4311

※ 対象は幼児（保護者同伴）から小学生で、入場は自由です。 
※ 上履きを持参してください。 
担当　　　　　　　　　子育て支援課　�046（252）7969　�046（252）7043

座間 
�046（252）0621

１月９日（火） 
午後２時～３時 

福笑い、こま回しほか 

栗原 
�046（252）0628

１月９日（火） 
午後２時～３時 

ジャンボカルタほか 

鳩川 
�046（255）5738

１月９日（火） 
午後２時～３時 

かるた、双六、羽根突き 
ほか 

すご ろく 

ひばりが丘南 
�046（256）0236

１月９日（火） 
午後２時～３時 

百人一首、かるた、福笑い、 
けん玉、羽根突き 

相模野 
�046（256）2419

１月９日（火） 
 午後１時45分～３時 

ジャンボカルタ 

児童館名・電話番号 と     き 内         容 

○と き １月14日（日）午前10時～正午
○ところ　青少年センター
○内　容　もちつき・獅子舞・楽しい正月遊び
○入　場　自由
担当 青少年センター　�046（253）8411 �046（259）2163
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